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Fig.I．AnnualHuctuationsintheosmoticvalue,NaClcontentofleaf
sapsandwatercontentonafreshweightbasisoftheleaf.
A…osmoticvalue(inatm.)B…NaClcontent(inatm.)
ofleafsaps C…Watercontent(in%)oftheleaf
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には，その塩生的性質にある程度の差異があると考えることができるであろう。第1図にみられる
ように，ネコノシタの場合には，浸透価と食塩含有量とがある程度平行して増減する傾向がみられ
るようであるが，ウンランの場合には，この傾向がそれほどはっきりは認められないようである。
ネコノシタ及びウンランの測定値をさきに津田（1961）により報告された海岸砂丘植物の他の種
類の測定値と比較すると，ネコノシタもウンランもともにその浸透価はコウポウムギやコウポウシ
バなどよりはやや低い値を示すようで，多くの海岸砂丘植物のもつ浸透価に近い値といえよう。特
に注目すべき点は，ネコノシタの葉の食塩含有量が，他の海岸砂丘植物にくらべてかなり大きい値
を示すことであり,鶚!の値もﾈｺﾉｼﾀでは60~88%で,他の種類では年間を通じて50%以
､
一ネコノシタとウンランの葉の浸透価と食塩含有量について 37
下の値を示すことが多いのにくらべて，はるかに大きい値を示すことである。ネコノシタの浸透価
と食塩含有量については高田（1951）の鳥取砂丘における測定の報告があるが，今回の測定値に近
篭；羅難蕊騰溌熟雛鶏
て考察するならば，ウンランは通常海岸や砂丘に広くみられる種類と，その塩生的性質は大差ない
とみられようが，ネコノシタは浸透価は広くみられる海岸砂丘植物と大差ないが，葉の食塩含有量
がかなり大きく,苓豐'の値が著しく大きいという点で通常海岸や砂丘に広くみられる種類にく
らべて，その塩生的性質にはある程度の差のあるものとみるべきであろう。高田(1954)はネコノ
シタを微塩生植物oligohalophyteに属すべきであるとしているが，これは今回の測定値からみて
も妥当といえよう｡また宅蜑'の値だけをみると,ﾈｺﾉｼﾀの値はﾊﾏｻジ,,､ﾏﾏﾂﾅ及び
シチメンソウなど真正の塩生植物の値と大差のないことがみられるが，その浸透価と食塩含有量と
難篝鍵窺礎零雛鴎鴬難
有量も共に小さいのであるから，真正の塩生植物よりはその塩生的性質はかなり弱いものである
－塩生的性質の比較検討には他の条件も考慮に入れることも必要であるが－といえよう。また
ネコノシタは海岸砂丘に生育する植物であるが，同じ生育地に生育する他の種類よりは，食塩含有
量が大きく,宅豐の値が大きいことから,その塩生的性質がやや強い(微塩生植物)というべ
きであろう。
摘 要
1．浸透価はネコノシタとウンランとで大差はみられないが，食塩含有量はネコノシタの方がウ
ンランよりもはるかに大きい。
2浸透価は大差なくとも,食塩含有量が大きく,従って砦等の値も著しく大きいことか
ら，塩生的性質はネコノシタの方がウンランよりもやや強いといえよう。
3．ウンランの塩生的性質は，その測定値からみて，一般の海岸砂丘植物と大差ないといえよ
う。
4．ネコノシタの塩生的性質は，一般の海岸砂丘植物よりやや強いとみるべきであろう。
5ﾈｺﾉｼﾀの苓豐'の値は,真正の塩生植物と大差はないが,浸透価と食塩含有量がはる
かに小さいから，ネコノシタの塩生的性質は，真正の塩生植物よりははるかに弱いというべきであ
ろう。
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